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◎
北
海
道
　
紋
別
市

　

紋
別
市
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
、

稚
内
市
と
網
走
市
の
中
間
地
点
に
あ
り
、

人
口
は
３
月
末
で
２
万
４
７
５
０
人
で
当

市
と
同
規
模
の
市
で
あ
る
。
紋
別
市
の

産
業
は
、漁
業
と
酪
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

道
都
大
学
の
撤
退
や
道
立
病
院
の
問

題
な
ど
で
都
市
機
能
が
急
速
に
落
ち
込

み
、
紋
別
市
民
全
体
が
閉
塞
感
や
停
滞

感
を
感
じ
、
早
期
に
ま
ち
を
元
気
づ
け

る
必
要
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
資
源
や
財
産

の
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
、

国
内
外
を
問
わ
ず
交
流
人
口
の
拡
大
を

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
得
策
と
い
う
考

助
成
す
る
な
ど
、
財
政
出
動
も
伴
っ
て

い
る
。
道
都
大
学
が
札
幌
近
郊
に
撤
退

し
、
ま
ち
か
ら
千
人
近
く
の
若
者
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
夏
場
ぐ
ら
い
は
若

者
が
ま
ち
を
走
っ
て
い
る
と
活
気
が
で

る
と
い
う
思
い
で
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

当
市
も
新
幹
線
開
業
後
に
は
、
首
都

圏
と
の
距
離
が
近
く
な
る
が
、
そ
れ
だ

け
近
隣
市
町
村
と
の
合
宿
地
と
し
て
の

競
争
激
化
も
生
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
い
か
に
現
状
維
持
、
上
積

み
で
き
る
か
早
急
な
取
組
が
必
要
と
感

じ
た
。

◎
北
海
道
　
稚
内
市

　

稚
内
市
は
、
人
口
３
万
９
千
人
。
日

本
最
北
端
の
市
で
、
水
産
品
の
高
次
加

工
や
国
立
公
園
を
軸
に
観
光
産
業
、
大

規
模
畜
産
を
振
興
。
稚
内
空
港
や
稚
内

港
の
整
備
、
サ
ハ
リ
ン
州
と
の
定
期
航

路
の
開
設
な
ど
、
北
方
圏
国
際
都
市
・

日
ロ
友
好
最
先
端
と
し
て
基
盤
も
整
備

さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
最
北
端
」、「
日
本
の
て
っ
ぺ

ん
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
誘
客

戦
略
を
展
開
し
、
冬
季
観
光
で
は
、「
初

日
の
出
イ
ン
て
っ
ぺ
ん
」、「
南
極
ハ
イ
ラ

ン
ド
＆
冬
レ
ン
ジ
ャ
ー
」「
全
国
犬
ぞ
り

大
会
」「
ア
ザ
ラ
シ
観
測
所
」
な
ど
で
冬

の
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
全

体
の
観
光
振
興
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い

る
が
、
観
光
客
の
入
込
は
減
少
傾
向
で

あ
る
。
外
的
要
因
は
、バ
ブ
ル
崩
壊・リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
の
低
迷
。
内

的
な
要
因
は
、
今
ま
で
の
観
光
客
の
受

け
入
れ
は
、
ツ
ア
ー
客
専
門
い
わ
ゆ
る

大
手
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
連
携
し
て
の
団
体

旅
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
ツ
ア
ー

を
募
集
し
て
も
、
20
人
も
集
ま
ら
ず
、

個
人
型
や
家
族
型
に
シ
フ
ト
し
て
き
て

い
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
基
盤
づ
く
り

が
で
き
て
い
な
い
の
が
、
大
き
な
要
因
で

あ
る
と
の
こ
と
。

　

観
光
と
農
業
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

修
学
旅
行
を
農
業
体
験
で
誘
致
し
て
い

る
。
特
に
関
西
方
面
の
高
校
が
対
象
。

農
家
へ
民
泊
し
、
農
家
と
一
緒
に
牛
舎
で

の
作
業
を
体
験
す
る
。
ま
た
バ
タ
ー
や

チ
ー
ズ
づ
く
り
も
体
験
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
、
今
後
は
一
般
の

観
光
客
に
も
体
験
で
き
る
よ
う
に
観
光

協
会
と
調
整
中
で
あ
り
、
着
地
型
観
光
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◎
新
潟
県
　
村
上
市

　
○
郷
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
に
５
市
町
村
が
合
併
。
新

『
村
上
市
』
の
教
育
基
本
構
想
「
地
域
の

子
ど
も
を
地
域
み
ん
な
で
育
て
る
」
事

を
具
現
す
る
た
め
、
学
校
を
核
と
し
た

連
携
の
必
要
性
・
連
携
の
た
め
の
組
織

づ
く
り
が
重
要
と
し
て
、
地
域
教
育
協

議
会
（
郷
育
会
議
）
を
中
学
校
区
単
位

に
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

教
育
委
員
会
が
事
務
局
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
こ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
非
常
に
重
要
な

存
在
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
間
の
連
絡
調
整
役
や
、
郷
育

会
議
の
運
営
を
一
手
に
担
っ
て
い
る
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
と
学

校
を
つ
な
ぎ
、
支
え
て
い
る
。
連
携
づ

　

秋
田
県
独
自
で
平
成
14
年
か
ら
学
習

状
況
調
査
を
実
施
。
市
学
力
対
策
委
員

会
の
設
置
。
毎
月
30
日
に
は
教
職
員
の

自
主
研
修
の
実
施
。
教
育
専
門
監
の
配

置
。
退
職
校
長
会
や
大
学
教
員
と
の
連

携
、
人
材
バ
ン
ク
の
活
用
、
学
校
の
活

性
化
と
授
業
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

　
○
心
の
教
育
の
充
実
と
「
ふ
る
さ
と
教

　
育
」
を
基
盤
と
し
た
施
策
・
事
業
推
進

　
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
を
年
に
数
回
開

催
。
地
域
や
保
護
者
、
学
校
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
自
由
に
学
校
を
参
観
。
保

護
者
の「
学
校
評
価
」に
も
な
っ
て
お
り
、

地
域
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

秋
田
県「
学
び
の
十
か
条
」に「
早
寝・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
が
あ
り
全
県
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
朝
ご
は
ん
を
と
る

こ
と
に
よ
り
脳
に
栄
養
が
行
く
。
ま
た
、

家
庭
が
安
定
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

三
世
代
同
居
は
子
ど
も
達
の
心
の
安
定
、

生
徒
指
導
上
の
安
定
に
つ
な
が
り
、
学

力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
学
力
の
上

位
・
下
位
で
、
朝
食
を
と
る
・
と
ら
な
い

の
結
果
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

退
職
教
員
の
放
課
後
対
策
な
ど
の
支

援
や
、家
庭
で
で
き
る
「
学
び
の
ス
ス
メ
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
世
帯
に
配
布
し
て

い
る
こ
と
な
ど
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

◎
山
形
県
　
高
畠
町

　

高
畠
町
は
有
機
栽
培
発
祥
の
地
。

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
金
賞
を
毎
年

獲
得
。
小
学
校
で
は
田
畑
で
農
業
体

「学校と地域を結びつけることが私の仕事」
と話す、コーディネーターの高橋さん

験
を
通
じ
て
収
穫
し
た
野
菜
や
地
域

か
ら
野
菜
の
提
供
を
受
け
、
学
校
給
食

に
取
り
入
れ
て
い
る
。
地
産
地
消
に
よ

る
食
農
教
育
を
進
め
、
子
ど
も
達
の
心

を
育
て
食
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
る
。

　
○
二に
い
じ
ゅ
く

井
宿
小
学
校
の
食
農
教
育

　

全
校
49
名
で
学
校
給
食
の
野
菜
自

給
率
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
。「
い
の

ち
の
教
育
」
を
す
す
め
て
い
る
。
米
作

り
も
種
か
ら
育
て
収
穫
し
学
校
給
食

へ
。
食
農
教
育
は
各
教
科
の
学
習
を

統
合
し
た
も
の
。

　

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
取
り
組
む

例
と
し
て
内
外
か
ら
評
価
を
受
け
て
い

た
。
体
験
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
そ
こ

か
ら
発
展
さ
せ
学
ぶ
」
取
り
組
み
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

　

全
体
を
通
じ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
が
そ
れ
ぞ
れ
図
ら
れ
て
お
り
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
。

二井宿小学校の給食の様子

　
○
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

　

学
校
と
地
域
の
事
業
所
が
相
互
の
関

係
を
密
に
し
中
学
生
の
職
場
体
験
を
実

施
。
働
く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
等
を

身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。
事
業
所
と
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
、
生
徒
へ
の
事
前
指
導

が
十
分
行
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
事
業

所
と
の
連
携
な
ど
市
全
体
で
組
織
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

◎
秋
田
県
　
由
利
本
荘
市

　

秋
田
県
は
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
３
年

連
続
全
国
１
位
及
び
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

成
績
。
由
利
本
荘
市
は
、
平
均
正
答
率

で
は
全
国
平
均
を
大
幅
に
上
回
る
。
学

習
状
況
調
査
の
結
果
は
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
や
家
庭
学
習
の
習
慣
が
身
に
付

い
て
い
る
児
童
生
徒
が
多
い
。

　
○
確
か
な
学
力
向
上
施
策

雪
中
米
や
保
冷
実
験
・
抑
制
栽
培
が
結

果
と
し
て
結
実
し
ま
し
た
。
炭
鉱
地
帯

で
あ
っ
た
と
言
う
条
件
は
歌
志
内
市
と

同
じ
で
す
が
、
残
っ
た
資
源
を
有
効
に

活
用
し
危
機
的
状
況
を
か
て
に
活
性
化

に
取
り
組
み
、
市
町
村
合
併
で
は
自
立

の
道
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
資
源
の
活
用
、
地
域
の
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

産
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５
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北
海
道　
紋
別
市
・
稚
内
市

を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

　

当
市
も
、
新
幹
線
を
降
り
て
か
ら
の

観
光
が
重
要
で
あ
り
、
今
や
体
験
と
い

う
の
は
ど
こ
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
も
の
を
組
み
合

わ
せ
、
着
地
型
観
光
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

え
方
に
至
っ
た
。

　

紋
別
の
産
業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
、
企
業
・
行
政
・
市
民
の
三
者

が
協
力
し
て
交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
６
つ
の
重
点
事
業
（
①
移
住
者

及
び
滞
在
者
の
誘
致
②
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

修
学
旅
行
の
誘
致
等
③
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
と
企
画
展
開
④

オ
ホ
ー
ツ
ク
観
光
の
推
進
⑤
都
市
間
交

流
の
推
進
⑥
紋
別
情
報
発
信
）
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

特
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
は
、

力
を
入
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
箱

根
駅
伝
の
関
東
の
常
連
校
に
、
夏
場
の

冷
涼
な
気
候
と
交
通
量
の
少
な
い
利
点

が
受
け
入
れ
ら
れ
、
地
道
な
誘
致
活
動

が
実
を
結
び
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。
た

だ
、
そ
の
背
景
に
は
紋
別
で
の
合
宿
を

条
件
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
の
利

用
促
進
も
兼
ね
て
、
合
宿
費
の
一
部
を

く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
存
在
は
必
要

だ
と
感
じ
た
。

稚内市役所にて

紋別市役所にて


